






































































に合格して。福島県福島市出身なものですから。翌年に地元の学芸学部に合格です。でも東京に行きたいしと思って、たまたまこういうものがあったから面白いなと、図書館は好きですから、受けたら入ってしまい、どうようかと迷ってい た すぐ後ろに住んでいた福島大学の経済学部の相沢久という教授に相談したら「そういう特殊な学校のほうが い」と勧めるので、来ちゃっんです。　
それで二年間が終わると、就職口はたくさんありまし
た。福島から入所した情報が入ったんでしょ 、福島県立の図書館長がスカウトに来て、これは困ったなと。就職のクチがいっぱいある中から、どこにしようかと思案しましたが、立教大学を選びました。事前の知識はありません。行っ ことがな し。受験の本に載 ていたレンガ造りの写真 印象があったものですから 気安 気持で入っちゃったんです。　
そんな感じでふらりと立教に入りました 、一番喜ん

































院史資料センター事務室〕に入 突き当たった窓際のところに当時の図書館長の番匠谷英一先生がいまし 。向かい合って座っているのが武藤重勝さん 入っ 右側に外国書を扱う洋書係、左側に日本語の本を扱う和書係と受入係が て、手前のほうに庶 ・会計をやる人
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て、それが全部でした。それと、図書館の入口を入ると正面、階段の右に四畳半くらいの部屋があって、そこに下駄箱と校務職員の方がいて、入館者はそこで靴をスリッパに履き替えて階段を上がって行くと閲覧室（係）です。そんな様子でした。余談 すが 学生は入り口 ノートに名前を記帳してから入室することになっていました。ついでにもう一つ 閲覧室は開架式であったため、出る時にはカバン 開けて見せてから退館することになっていました。これは長く続いていました。　
仕事は、どこで何をしろとも言われないんです。後か






































































いてあるんです（ 『研究と教育の場としての立教―その歴史を語る』総長室、二〇〇四年） おも ろいです。法学部も普通の学部と同じような型に るのかと思ったら、法学部は東京大学の先生方が大勢来て、若手も東大を出た人が来て、東京大学のスタイルをそっくりそ まま持ってきて運営すると決まったんです。　
僕らは、何でそんなことをするんだろうと疑問を持っ



























を使って来ました。思想その のはい んです。ことに戦前は外国書がほとんどでしたから、外国 の標準に精通しそれに準拠 て使っていればい と うことでずっと来ていたんです。 ころが日本の本が増えて来た昭和三〇年ぐらいになって、ＤＤＣで和書に数字を与えると、とんでもな ことになるんです。 文学は９１０でいいのに、ＤＤＣでは８９５． ６までいかないと入口にたどり着かないんです。そしてその中を細分類していくわけ すからね。そういうこともあ から、和書に使用する日本十進分類法（ＮＤＣ）を使ったほうがいいというのは当然 。　
立教でもいいかげんにＮＤＣにしたほうがいいんでは
ないか 声 以前からあったんです。僕もそうで











































































































































能的でないなと感じたのは、一週間 すればいろいろなところで出てきます。丹下さんだけでなくて、著名な建築家がいっぱい図書館を造っています。全部が多くの場面で受け入れられ いるかというと、必ずしもそうではない記事を散見するので、丹下図書館もその類かと思ってそうした関連記事をメモしていました。確かにルックスはいいです。丹下さんの考えでは、狭いキャンパ の中からのアプローチ、広い階段を上ってくるとバッと広がって、世界が変わったような感じがする。丹下さんのコンセプトの中にそういうものがあるんです。ここから図書館だという気持で入るんだ と書いてあるんです。本当にそうだと思っ いたん すが、 ろいろ……
　
例えば箱を造って、真ん中に書庫がありました。本は
二〇年たつと倍になるといわれます。捨てない限り、あふれてしまいます。どうしようもなくなります。立教ではそうなった時期は早かったのです。それから上に行くにも下に行くにも、全部階段を上り下りしなければいけなりません。サービス・カウンターが上にあり、下に書架があるわけですから、本を探すにしろ、何をするにしろ、小さな階段を上り下りするんです。動線が全くできていない、発展性がないんです。箱だから機密性があるのかと思ってみると旧館から新館に行くの 特別に廊下があるわけでなし、書庫の中に金網で仕切ったよ な通路があって、一番大事 湿度が守 れていない で本が傷むだけ傷んでしまうんです。そういうこと 「あれ……？」と思いま た。　
番匠谷館長の話を聞いてみると「いやー、君。トイレ







思いがちだけど、外から眺める姿は最高 結婚式場でも何でもい から残しておいてくれればいいなと個人的に思っていました。実際に ちゃんと伺いを立てたと施設課の人が言って ました。 「丹下さんの建物をどうしましょうか」と言ったら、同じよ 答えだったそうです。現物をちゃんと残してお てくれたのは本当によかったなと思います。　
見学者は多かったです。自由に本を直接触れるオープ



























































学図書館のどこでも本格的にやるよう という目的でリードしたのが私立大学のＩＣＵと慶應にいた長澤雅男、井出翕という二人 す。慶應の図書館学科の一期生の人達です。外国に留学し、帰国後は積極的 日本にけるレファレンス・サービスの向上のために啓蒙と教育を続けられました　
そういう勉強の場に、現場の職員を参加させてレベル









その頃は笠井 〔剛〕 さん、石田 〔弘〕 さんたちが、 「素人



































































は答えられないではないですか。自分がどうい 先生に習って、どういう勉強を たかによって、いろいろあるものの中でどういう使い方をしたか、個人流の勉強の仕方、アプローチの仕方 できてるではないですか。そういうものを押しつけるよ な形のときも…… それはそうでしょう。個人差があるかもしれないけど、どうしても傾向として支障が出てく かもしれない。　
だからもっと初歩的なレベルかもしれないけど、図書


































けど。図書館案内のリーフレットがあって、図書館の貸し出しの仕方、レファレンスの受け方などがいろいろ載ってました。その中に学部図書室案内というのがあたんです。 「あ たはここに行くことができますか」というタイトルです 僕が書いたから覚えています。　
図書館員だってそこに行き着ける人が少ないと思うぐ
らいに、こ なに狭い学校の中に三十何カ所かの図書室、読書室があっ よ。それぞれ貸し出しが違う、退室時間が違うんです。コピーはすぐにとれる、とれないとあって。それが三十何カ所あったんです。 れではい
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くら何でも、という声も上がってきました。図書館は所蔵する図書情報を扱うセクションになるのがいいのではないかという声 ありました。そのようになるまでが大変で、昭和二〇年代、立教大学は戦後、規模が大きくなり、レベルの高 研究志向の大学にしようという方針で学部と学科が増えてきたんです。それに付随して学部にも図書室の類が作られました。必然性として分かりますよね。自分たちの勉強 ところ 研究するところが欲しいんです、予算も、場所も。　
しかし立教の何億円という金で買ったものを、こんな
に細切れにして持っていることだけですむのか、という問題です。仮に物理的に解決しても、みんなで共有するにはどうしたら いのか と う問題があります もは分散してもいいけど、利用するための手がかりとして情報は集中したほうが と。逆に 所在情報はしっかりと共有して、物は一カ所 あって誰でも常に使 ようにしておいたほうがいいと う考えです。この分散型と集中型 いうのは長らく古くて新しい問題 、各大学の中ではずっと続 ていたんです。その典型的な分散型の例が立教だったんです。特に昭和二〇年代ぐらいからは。 （田村信吾「大学の研究教育体制と図書館組織―立教型分散制の軌跡」 『立教大学職員紀要』 〈第５号・一九八七〉参照）
　
研究会や外部の図書館を見学しても、必ずテーマとし







































いたということもあるけど、その時期はよほどぎりぎのとき以外図書館は閉館しない 開けっぱなしということをやりました。学部長室を占拠されたりというのはありますね。僕らも当番室に泊まりま た。夜中に目が覚めて外を見るとヘルメットが動いているような……。そうでなくて月 光か蛍光灯のあかりだったり 何回か泊まりました。図書館の中を荒らされたことは一切なかったです。そういう記憶はないです。　
図書館として一番つらかったのは、もう少し先の一九






































































ばいけない、お金 、大学紛争を引きずっている、いろいろ ことがあるんではないですか。図書館か は、本をどうするんだと。そのときの決断として……。これです。 『立教大学図書館新座保存書庫
　
書庫文献案内』 。


















けではないが。言葉として 言われたそうです 鬼頭さんは世間的には知られている人ではな ですが、図書館の世界では、関西大学もそうか、同志社女子大の図書館もそうかと、多くの作品があって、ユニークで立教に合うようなレンガ造りを上手に使うんです。同志社女子大








川先生は「戦前の英語の文献でこれだけきちんといまだに残っているのは立教で、小さい大学だけど、外国の先生が多かったせいもあるんだろうけど、こんなに持っているところはな 。研究者もそれを目指して来校するケースがあるんだ」と。将来どこにもなくて 立教でしか扱えないようなものをああいうところに……。キャパシティが七〇万冊だ ら、そこにいっぱい納められればいいんではな か おっしゃってました。　
これを機会に分類をＮＤＣにして、保存書庫をＤＣの
図書館にすると。その中でいらないもの、重複したものは廃棄して、ＤＣで分類した資料のいいものを、いい状態で収納する。一番いいチャンスだと「職員紀要」に書いた記憶があるんです。そういう意味で 尾形先生、鬼頭さん、鵜川先生たちの思想がか り強く一致した かと思いました。しか すご 反発 館内外、特に学生、院生から起こりました。一つ こ を生み出す はすごい反発があるんだなと……。　　
建築委員会、将来計画委員会とか、いろいろと図書























を単独で造ってしまうよりも協力体制をつくりたかったとずいぶん言ってました。そのほうが効率はいいと言っていました。 も大学はそれぞれ性格が違う では分かるけども、と う感じです。だ ら立教の中では保存書庫には使用頻度の低いもの、学部にあふれているものを持っていく、そうすれば重複したも は捨てられるし、また、普段あまり使わないコレクション ようなものを新座に移せば自分たちのスペースは空くし、ということじです。　
二〇年たつと倍になるのが現実です。将来計画委員会
































































そうです。 「新座保存書庫課」 、 「新座何課」とい















































































































































































































































ずだから見せてくれないか」と伊沢さんに依頼がありました。 れ 探し みたらやはり図書館にあったんです。動かせるような状態で ところにありました。これは貴重な資料だから、欠号も なりあるから点検しておいてくれないか、と言われました。　
新座保存書庫ができる前なので、書庫の隅っこに行っ



























































































































































































































































だなぁと誇りに感じていま 戦前は小規模 大学だったけど、二〇年間も在任したスパックマン館長の情熱があります。それは十進分類法の実践と啓蒙、図書館学科設立の構想、オープン書架方式などです。戦後は読書相談係の設置、丹下健三の図 館、新座保存書庫などで、成果はべつにしてもいずれも本邦初の試みかそれに近い挑戦でした。今後とも図書館 、池袋煉瓦校舎群の の理想的な配置図の原点を胸に「何か」に挑み続けて欲しいと願っています （二〇一六．一
　
小関昌男）
 
（二〇一五年年七月二九日収録）
